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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第３四半期連結
累計期間

第57期
第３四半期連結
累計期間

第56期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 27,537,985 31,003,519 40,767,683

経常利益（千円） 363,498 710,978 1,010,612

四半期（当期）純利益（千円） 172,581 459,297 529,755

四半期包括利益又は包括利益（千円） 68,904 490,100 531,964

純資産額（千円） 11,589,613 12,395,881 12,052,673

総資産額（千円） 20,379,010 21,700,230 23,941,809

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
14.69 39.08 45.08

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 56.9 57.1 50.3

　

回次
第56期

第３四半期連結
会計期間

第57期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 5.05 12.66

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要や政府の経済対策効果により、緩やかな回復基調

が見られたものの、欧州債務問題や新興国の成長減速の影響もあり、先行き不透明な状況のまま推移いたしました。

　当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業におきましては、エコカー補助金や北米における販売回復な

どが寄与し、好調に推移いたしましたが、夏場以降は補助金の終了や世界経済の先行き不安、及び中国における反日

活動の影響が懸念される状況となっております。電気・電子・半導体につきましては、厳しい国際競争が続いてお

り、工作機械におきましても、新興国を中心とした需要減速の傾向が見られました。

　こうした中、当社グループにおきましては、第７次中期経営計画（平成23年度～平成25年度）に基づき、当社のエ

ンジニアリング力、ソリューション力を活かした提案営業の強化や新商材・新領域開発、及び海外事業の強化に積

極的に取り組んでまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は310億３百万円（前年同期比12.6％増）、営業利益は５億78百万

円（前年同期比123.6％増）、経常利益は７億10百万円（前年同期比95.6％増）、四半期純利益は４億59百万円（前

年同期比166.1％増）となりました。

　売上高の品目別内訳につきましては、次のとおりであります。なお、当社グループは主として制御機器、産業機器、

計測機器等の販売を営んでおり、事業区分としては単一セグメントであるため、品目別に記載しております。

①　制御機器

　制御機器は、当社グループの主力取扱商品（当第３四半期連結累計期間における売上構成比で38.7％）で、自動

車及びセラミック関連企業向けに販売が増加し、売上高は120億６百万円（前年同期比6.0％増）となりました。

②　産業機器

　産業機器は、自動車及びセラミック関連企業向けの大型設備案件が増加し、売上高は85億76百万円（前年同期比

22.8％増）となりました。

③　計測機器

　計測機器は、自動車関連企業向けの大型設備案件が増加し、売上高は47億58百万円（前年同期比28.5％増）とな

りました。

④　電源機器

　電源機器は、自動車及び電気・電子・半導体関連企業向けの販売が減少し、売上高は13億94百万円（前年同期比

20.9％減）となりました。

⑤　実装機器

　実装機器は、自動車関連企業向けの大型設備案件が増加し、売上高は13億56百万円（前年同期比79.9％増）とな

りました。

⑥　その他

　上記５品目以外においては、売上高は29億10百万円（前年同期比3.1％減）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。

　

(4) 経営成績に重要な影響を与える要因について

　当社グループの主要顧客であります製造業の中で、販売先上位は自動車関連産業に属する企業であるため、自動車

業界の動向やそれらの企業の設備投資動向と密接な関係にあり、当社グループの経営成績に影響を与える可能性が

あります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,000,000

計 48,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所名又は登録
認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 12,067,120 12,067,120
大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）
単元株式数100株

計 12,067,120 12,067,120 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 12,067,120 － 1,311,778 － 1,371,950

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 315,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　11,750,800 117,508 －

単元未満株式 普通株式　　　　　 720 － －

発行済株式総数 12,067,120 － －

総株主の議決権 － 117,508 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式84株が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

明治電機工業株式会社
愛知県名古屋市中村区

亀島二丁目13番８号
315,600 － 315,600 2.61

計 － 315,600 － 315,600 2.61

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,825,683 1,725,749

受取手形及び売掛金 ※3
 16,387,453

※3
 13,791,505

商品及び製品 1,610,115 1,794,690

仕掛品 98,991 202,735

原材料及び貯蔵品 29,043 28,655

その他 631,674 606,334

貸倒引当金 △26,434 △25,360

流動資産合計 20,556,528 18,124,310

固定資産

有形固定資産 1,738,780 1,878,804

無形固定資産 45,664 44,560

投資その他の資産 ※1
 1,600,836

※1
 1,652,554

固定資産合計 3,385,280 3,575,919

資産合計 23,941,809 21,700,230

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 10,144,302

※3
 7,686,488

未払法人税等 288,858 88,990

賞与引当金 293,727 130,000

役員賞与引当金 － 15,750

その他 931,645 1,032,658

流動負債合計 11,658,534 8,953,886

固定負債

役員退職慰労引当金 97,200 93,900

その他 133,401 256,562

固定負債合計 230,601 350,462

負債合計 11,889,135 9,304,349

純資産の部

株主資本

資本金 1,311,778 1,311,778

資本剰余金 1,371,950 1,371,950

利益剰余金 9,678,699 9,991,104

自己株式 △149,579 △149,579

株主資本合計 12,212,847 12,525,252

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 191,080 213,356

繰延ヘッジ損益 － △891

為替換算調整勘定 △351,255 △341,835

その他の包括利益累計額合計 △160,174 △129,371

純資産合計 12,052,673 12,395,881

負債純資産合計 23,941,809 21,700,230
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 27,537,985 31,003,519

売上原価 23,901,754 26,810,109

売上総利益 3,636,231 4,193,410

販売費及び一般管理費 3,377,428 3,614,817

営業利益 258,803 578,592

営業外収益

受取利息 2,729 3,037

受取配当金 18,430 20,295

仕入割引 93,296 100,269

その他 22,192 40,957

営業外収益合計 136,648 164,560

営業外費用

支払利息 2,217 1,408

売上割引 27,331 28,877

その他 2,403 1,888

営業外費用合計 31,953 32,174

経常利益 363,498 710,978

特別利益

固定資産売却益 3,025 2,485

投資有価証券売却益 4,188 －

特別利益合計 7,214 2,485

特別損失

固定資産売却損 － 5,797

投資有価証券評価損 3,367 15,432

関係会社整理損 72,302 －

その他 905 283

特別損失合計 76,575 21,514

税金等調整前四半期純利益 294,136 691,950

法人税等 121,555 232,652

少数株主損益調整前四半期純利益 172,581 459,297

四半期純利益 172,581 459,297
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 172,581 459,297

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △69,718 22,275

繰延ヘッジ損益 178 △891

為替換算調整勘定 △34,135 9,419

その他の包括利益合計 △103,676 30,803

四半期包括利益 68,904 490,100

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 68,904 490,100
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

投資その他の資産 38,950千円 38,700千円

　

　２．偶発債務

　下記会社の銀行借入に対して債務保証を行っております。　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

明治電機商業（上海）有限公司 －千円 20,066千円

　

※３．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計

期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 126,452千円 120,447千円

支払手形 970 2,632

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 60,901千円 63,155千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日

取締役会
普通株式 176,271 15.00平成23年３月31日平成23年６月９日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月25日

取締役会
普通株式 146,892 12.50平成24年３月31日平成24年６月７日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成

24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　当社グループの事業は、制御機器、産業機器、計測機器等の販売及びこれらの付随業務の単一セグメントであるため、

記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 14.69円 39.08円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 172,581 459,297

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 172,581 459,297

普通株式の期中平均株式数（株） 11,751,436 11,751,436

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月14日

明治電機工業株式会社

取締役会　御中

 有限責任 あずさ監査法人 　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柏　木　勝　広

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 岸　田　好　彦

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている明治電機工業株式

会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、明治電機工業株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　以　上

　

　（※）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。 

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

明治電機工業株式会社(E02992)

四半期報告書

14/14


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

